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図　援色 と寒 色の調和 例

（東 京 藝術 大 字 附 属 図 需 館 蔵 ）

　 イギ リ ス の 哲学者 ・心理学者 ジ ェ イ ム ズ ・ワ ード

（1851 −1924 ）は 、デザイ ン に関する著作者で もあ っ

たが 、20 世紀の 初めに色彩の 調和と対比 につ い て 心

理学の視座か ら本書を著した。こ の題名 からして シ ュ

ヴル
ー

ルの影響は
一

目瞭然で あ り、シ ュ ヴル
ー

ルが使

っ た色彩用 語 ton　 rabattu な ど の 英訳 で ある brQken

tone 、　 broken 　 colour とい う表現が何度も記されて い る。
〒
本書で は上中央 ・上右の 図か ら察する に 、明暗や濁度

という属性概念のあいま い さが伺える。

　内容は 目次順か ら目頭に光の理論、色の飽相度 （サ

チ ュ レ
ーシ ョ ン ）、原 色 ・2次色、色の混 合、補色、色

彩の対比現象、色彩 調和、ダイア
ー

ド
・
トライア ド

・
テ

トラ
ー

ド、美術における彩色の 発展、色材につ い て の

補説 と い うように 連 なる 。

　壁画 や壁紙に 応用 する ための 配色マ ニ ュ ア ル と して 、

原色や補色、調和と対 比、力口え て 様式化された草 花な

どに関する図版と解説が淡々 と綴られ て い る 、本書

の特記 す べ き 点は 、表 紙や 図版 のデ ザイ ン の 随所 に、

当時爛熟期で あ っ たア
ー

ル ヌ
ー

ヴ ォ
ー

様式の香りを

感じさ ぜ る装飾が施さ れ て い る と こ ろ で ある ， 下側

の図2 点に共通するような曲線的 で 優美な図版が多 い 。

　芸 大 図書館に は 本書が 2 冊 （］903 年の 初版 と

］912 年の第 2版）あるが、初版の表紙の 破損が激し

い。とは い え中身の リトグラ フ 図版 か らは、］00 年経

っ て い る と思えな い は どの 鮮や かさ と 繊細さ に感銘

を受ける。な お、文化 女子大学図書館も第 2 版を 1冊

蔵 して い る。

　　　　 　　日高杏子 （多摩美術大学
・
文化女子大学）
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